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珍しい工業用水管の計画的な洗管事例



愛知県尾州地方における水利用に関する訪問調査のご案内

土木学会 環境工学委員会
臨床環境技術小委員会・環境技術思想小委員会

愛知県西部（一宮市中心）〜岐阜県の一部は「尾州産地」と呼ばれ、木曽川流域の

豊かな自然環境に恵まれ、昔から織物生産が盛んに行われてきた土地です。尾州産地

は国内最大の毛織物の産地であると同時に、ここで作られる高品質な「尾州ウール」

は、世界三大ウール産地の一つであるとも言われています。

この尾州地方を訪問し、まずは豊かな水資源・質が織物生産に果たした役割を理解

します。一方、本地域は、わが国でも稀な工業用水配水管の洗管作業を行っている地

域であるとされます。洗管作業の現場を視察するとともに、上水配水管の管内環境管

理と関連させた意見交換を行います。

また、この地域の染色工場等で発生する排水を受け入れ、歴史的に様々な経緯を有

する尾西地方特定公共下水道事業を視察します。その放流先は日光川ですが、同川は

濃尾平野を木曽川と並行するように流れ伊勢湾に流出します。一方、名古屋をはじめ

とする愛知県地方の主な水道水源はいうまでもなく木曽川です。つまり、用水用の河

川と排水用の河川とを分離することが可能になっている地域とみることができるかも

知れません。他地域の水系と比較しつつ意見交換できると望ましいと考えます。

ふるってご参加くださいますようご案内申し上げます。

臨床環境技術小委員会委員長 京都大学 伊藤禎彦

スケジュール １１月５日（日曜日）
8：30 JR 尾張一宮駅 西口 集合（時間厳守）
8:50〜11:30 工業用水道配水管路 洗管作業現場 視察
昼食
13:00〜14:30 木曽川大堰取水口 視察
15:00〜17:00 工場側枝管洗管の説明

紹介：尾張工業用水協同組合理事長早川典雄氏
・同組合事務局長中野隆氏「尾州と水」
森保染色㈱顧問梅原亮氏「羊毛繊維と水」

18：00〜20：00 意見交換会

１１月６日（月曜日）
9：00 JR 尾張一宮駅 西口 集合
9:30〜11：00  一宮市西部浄化センター、および板倉ポンプ場 視察
11：00〜 一宮市上下水道部 「尾西地方特定公共下水道について」

水利用に関するディスカッション
昼食
13:00〜15:00 愛知県 尾張西部浄水場 視察
15:15〜15:30 尾張水道事務所所長 野口興晴氏 「尾張工業用水道について」
15:30〜16:15 講演：京都大学教授伊藤禎彦

「上水配水管内環境の制御に関する段階的な考え方」
16:15〜16:40 全体ディスカッション
17：00〜 JR 尾張一宮駅または新幹線岐阜羽島駅 解散

中部経済新聞



尾州産地の概要

✓わが国毛織物の57％を生産(昭和45年)

“ウールの尾西”
“ガチャ万”

✓現在でも世界3大ウール産地のひとつ
高品質な“尾州ウール”

もともと豊かな
地下水資源に依拠

森保染色株式会社HPより



愛知県 県営工業用水道事業 愛知県HPより



尾張工業用水道
概要

愛知県HPより

木曽川大堰



出典：愛知県尾張西部浄水場パンフレット(2019)

尾西高校が隣接して
おり敷地に制約あり。
工業用水専用とせざ
るを得なかった。



木曽川大堰

海部幹線水路

工業用水
取水口



愛知県尾張西部浄水場

愛知県尾張工業用水HPより



出典：一宮市HP

一宮市の下水処理区



文献：
1) 尾西地方特別都市下水路事業管理組合、尾西地方特別都市水利事業期成協力会：尾西地
方特別都市下水路事業史（事業設立15周年記念誌）、1973.
2) 尾西地方特定公共下水道管理組合：尾西地方特定公共下水道事業施設改良史

出典：一宮市HP

尾西地方特定公共下水道事業

一宮市西部浄化センター
1967年(昭和41年)供用開始



洗管作業の実際

「令和5年度尾張工
業用水道配水管路の
洗管計画」に基づい
て実施。
令和5年度：11月の
日曜日4回に渡って
実施

洗管方法：バルブ操
作によって、洗管対
象となる配水管内の

流量・流速を1.1倍
に増大させる。
配水管容量の2倍。
流出濁度2度に達す
るまで。

５ km



撮影：平松グニエ文氏

洗管作業の様子



流出したマンガン



工業用水の供用開始時から予定されていた

1985年(昭和60年)8月 通水開始
1985年(昭和60年)11月 洗管の要望
1986年(昭和61年)5月 一部の給水先事業所で異常濁度発生
1986年(昭和61年)10月 第1回洗管実施

尾張西部浄水場からの配水濁度は1〜2度であり低いレベル※ 。

しかし、配水管内へ濁質は流出し、堆積がおきると予想される。

これは、ろ過設備をもたない工業用水道の宿命である。

良質な工業用水を安定して送るためには定期的な洗管が必要である。

文献：尾張工水たより、第4号、1988年(昭和63年)10月31日

特筆される点-1

※参考：現在の処理水濁度は平均0.3度



特筆される点-2

計画的な洗管
2年ごとに実施。
最近は工場内支管の洗管も3年に1度実施する
ようになっている。

必要性
工業用水の水質に対する高い要求
濁度1度以上に達すると苦情発生
工場敷地内に独自にろ過施設を有する例も
あり

上水道管の洗管は行ったことがない
同じ愛知県営水道

周辺の様子



工場内に設置されている急速ろ過装置の例

森保染色株式会社



土木学会 環境工学委員会
臨床環境技術小委員会・環境技術思想小委員会

愛知県尾州地方における水利用に関する訪問調査

京都大学大学院工学研究科
伊 藤 禎 彦

愛知県 尾張西部浄水場
2023年11月6日

上水配水管内環境の制御に関する段階的な考え方



懸濁物質管理・制御のための考え方の整理

第１段階：浄水処理における制御

第２段階：管網における水理条件の管理・制御

第３段階：洗 管

Dick van der Kooij, Paul W.J.J. van der Wielen eds.; Microbial Growth in Drinking-Water Supplies, 453p., 
IWA Publishing, London, UK, 2014.

配水管内環境のメンテナンス技術
とその高度化
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実配水管網における平衡蓄積量分布
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23.8 kg    (管網全体)

1.32 g/m2 (平均)

平衡蓄積量:

対象地域：神戸市住吉中層
配水区域

管内蓄積量 (g/m2)

配水池



制御性を検討するために設定したシナリオ



シナリオ間の比較
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浄水レベルを上げれば(浄水シ
ナリオ１)、縮径シナリオ３に
匹敵する効果あり

計画的な洗管を行えば(洗管シ
ナリオ２)、縮径シナリオ３と
同等程度の効果あり

縮径を上回
る効果
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人口減少社会へ向けた
トータルソリューションの導出が最終目標

浄水
処理

配水管
内環境

飲料
水質

原水
水質

総 括
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